
 川西能勢口駅前（1978年ごろ）  川西能勢口駅前（2023年）
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市の様
よ う

子
す

と
人々のくらしの
うつりかわり

1 かわってきたまちの様子

　だいきさんたちは、地いきの様子を調
しら

べる

中で、川西市は昔
むかし

、どんなまちだったのかが

気になりました。

「昔の川西能
の

勢
せ

口
ぐち

駅
えき

前
まえ

には、ふみきり

があるね。道
どう

路
ろ

のはばも、せまいね。」

「今の駅前は、ふみきりもなくなり、

道路のはばも広くなり、車の行き来

が便
べん

利
り

になったね。」

「昔と今では、まちはどんなふうにか

わったのかな。」

市のうつりかわり
●川西市の人

ひと

々
びと

のくらしは、どのようにかわってきたのでしょうか。

4

　川西市は昔、どのようなまち
だったのでしょうか。

つかむ

p054-055_chap4_kawanishi_ES.indd   54p054-055_chap4_kawanishi_ES.indd   54 2023/11/24   14:332023/11/24   14:33

 川西小学校（1963年ごろ）  美
み

山
やま

台
だい

と丸山台の住
じゅう

たく地開
かい

発
はつ

（1970年ごろ）

 多
た

田
だ

こんにゃく橋
ばし

（1960年ごろ）  黒川小学校でのじゅぎょうの様子（1976年ごろ）
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「川に入って、人が遊
あそ

んでいるよ。」

「黒
くろ

川
かわ

小学校で学
がく

習
しゅう

をしているよ。子

どもの数が少ないね。」

「川西小学校の校しゃが少しちがうよ。

川西能勢口駅周
しゅう

辺
へん

のビルもひくいよ。」

「丸
まる

山
やま

台
だい

も家がまだたっていないね。」

「古くからのこるたて物
もの

や道
どう

具
ぐ

を調べ

れば、昔の人のくらしの様子がわか

るんじゃないかな。」

道しるべ

　まちの中で次
つぎ

の写
しゃ

真
しん

のようなものを
見たことはありませんか。これは、「道
しるべ」といいます。今も道路には、
行き先をしめす道路標

ひょう

示
じ

があります
が、昔の人々は、遠くに行くとき、こ
の石でつくられた道しるべをたよりに
して、目

もく

的
てき

地に行きました。

 市内でもっとも古い道しるべ
（加

か

茂
も

）

右

　小
濱
三
田

左

　伊
丹
西
宮

　道
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 川西市の人口のうつりかわり
〔川西市統計要覧　令和４年度版〕

 能勢電鉄〔写真：能勢電鉄〕

 能勢電鉄の１日の平
へい

均
きん

りよう者
しゃ

数のうつりかわり
〔能勢電鉄資料ほか〕
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　今から110年以
い

上
じょう

前の1913（大
たい

正
しょう

２）年、
妙
みょう

見
けん

山
さん

へおまいりに行く人や、能
の

勢
せ

地方でと

れたものを運
はこ

ぶために能勢電
でん

鉄
てつ

が開
かい

通
つう

しまし

た。

　その後、住
じゅう

たく地が次
つぎ

々
つぎ

につくられて川西

市に住
す

む人がふえたため、能勢電鉄の役
やく

わり

は大
おお

阪
さか

や神
こう

戸
べ

などへはたらきに行く人たちを

運ぶことが中心になりました。

　ところが、2000（平
へい

成
せい

12）年ごろから、能
勢電鉄をりようする人の数はへってきていま

す。川西市では、子どもの数がへり、お年よ

りの数がふえてきています。そのため、能勢

電鉄を通
つう

勤
きん

・通学でりようする人がへってき

ていると考えられています。

これからのく
らしとわたし
たちのねがい

2 川西市の人口と鉄
てつ

道
どう

　川西市はどのように人口がふ
えてきたのでしょうか。

調
し ら

べる

　能勢電鉄をりよう
する人がへりつづけ
ると、どうなってし
まうのかな。
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 大学の先生によるＭＭ教育  川西市のＭＭ教育

 公共交通の会社によるMM教育
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　車のじゅうたい、かんきょ
う、人

ひと
々
びと
のけんこう対

たい
さくを考

えて、乗
じょう
用
よう
車
しゃ
ばかりにたよるの

ではなく、公共交通を自分で考
えてかしこく使

つか
えるようになる

ための教育です。川西市では、
2006（平

へい
成
せい
18）年から取り組

んでいます。

モビリティ・マネジメ
ント教育（MM教育）

　川西市では、能
の

勢
せ

電
でん

鉄
てつ

や阪
はん

急
きゅう

バスが活
かつ

やくしています。

　これまでは、市内のめぐまれ

た公
こう

共
きょう

交通を使
つか

って、たくさん

の人が出かけることで、川西市

全
ぜん

体
たい

がにぎわってきました。

　ところが、最
さい

近
きん

では公共交通を使う人がへっ

て、能勢電鉄や阪急バスの運
うん

行
こう

本数がへってき

ています。このまま公共交通を使う人がへりつ

づけると、川西市はくらしにくいまちになって

しまいます。

　そこで川西市では、もう一
いち

度
ど

みんなに公共交

通の大切さや、川西市がくらしやすいまちに

なるための方
ほう

法
ほう

を考えてもらうために、モビリ

ティ・マネジメント教
きょう

育
いく

（Ｍ
エム

Ｍ
エム

教育）に取
と

り組

んでいます。

　自分たちがくらす川西市の未
み

来
らい

をいっしょに

考えていきましょう。

市
し

役
やく

所
しょ

の人の話
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 川西市の公共交通体けい

58

川西市公
こう

共
きょう

交通計画

　川西市では、「川西市公共交通計画」とい

う計画を進
すす

めています。自家用車がなくても

子どもからお年よりまで、かいてきなかん

きょうでくらせるように、公共交通のりよう

を進めていく計画です。

　みんながりようできる鉄
てつ
道
どう
や

バス・タクシーなどのことです。

公共交通

　どうして川西市は、公共交
通のりようを進めるのかな。

　能勢電鉄やバスの本数が
へっても、自家用車があるか
ら、こまらないと思うよ。

　能勢電鉄やバスの本数
がへると、何かこまるこ
とがあるのかな。
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 キセラ川西

 川西インターチェンジ
〔写真は2017年11月時点、NEXCO西日本〕

　自然を大切にし
ていきたいね。
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これからのまちづくり

　川西能
の

勢
せ

口
ぐち

駅
えき

の北がわにあった工場地いき

は、かんきょうのことを考えた住
じゅう

たくや店、

そして水
すい

路
ろ

もあるキセラ川西に、また畦
うね

野
の

駅

の西がわにあった山は、高
こう

速
そく

道
どう

路
ろ

のインター

チェンジになり、それぞれまちの活
かっ

性
せい

化
か

につ

ながっています。

　川西市のまちづくりは、しょうらいのこと

をみんなで考えながら計画的
てき

に進められてい

きます。

　みんながくらしてみたいと思
う川西市の未

み
来
らい
について、話し

合ってみましょう。

まとめる

キセラ川西を流
なが

れるきせきの水
すい

路
ろ

　滝
たき

山
やま

町からキセラ川西にのびる人工
水路では、自

し

然
ぜん

に近いかんきょうのも
と、数少ないきちょうな生物が、30
種
しゅ

類
るい

以
い

上
じょう

かくにんされています。

 ヤリタナゴ
　体長は10～ 13cm。マツカサガ
イがいないとはんしょくしません。

 マツカサガイ
　からの大きさは約

やく

60mm。ヤ
リタナゴがたまごをうみつけるき
ちょうな貝です。
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 コンバイン

 千歯こき

 だっこくき

 すき〔写真：精華町教育委員会〕
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道
どう

具
ぐ

からくらしの様
よう

子
す

を調
しら

べる

　昔
むかし

のくらしに使
つか

われていた道具は、今と

まったくちがう形をしたものや、よくにた形

をしていたものなどさまざまです。

　50年以
い

上
じょう

前、農
のう

作
さ

業
ぎょう

に使われていた道具に

ついて、農
のう

家
か

のおじいさんに話を聞きました。

「農作業には、たくさんの道具を使っ

ていたことがわかりました。」

「きかいがない時
じ

代
だい

は、たいへんだっ

たんだね。」

「昔の道具について、もっとくわしく

知りたいな。」

　道具は、くらしの中でどのよ
うに使われているのでしょう
か。

調
し ら

べる

　今はコンバインというきかい

を使って、いねかりとだっこく

をしていますが、昔はすべて、

道具を使った手作業で行ってい

ました。かまでかりとったいね

は、千
せん

歯
ば

こきやだっこくきを使って、だっこく

しました。

　田
た

畑
はた

は、すきという道具を牛に引かせて、た

がやしていました。どれもとても時間がかかり、

たいへんな作業でした。

農家のおじいさんの話
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 かまど

 川西市歴史民俗資料館の中の様子

 いろり

 川西市歴史民俗資料館
　深

み

山
やま

池
いけ

公園の中にある古い民
みん

家
か

２けんは、もとは国
くに

崎
さき

にたっていましたが、
一
ひと

庫
くら

ダムがつくられることで今の場
ば

所
しょ

にうつされ資料館となりました。約
やく

200
〜 300年前のくらしがわかるきちょうなたて物で、兵

ひょう

庫
ご

県
けん

の文
ぶん

化
か

財
ざい

指
し

定
てい

も受
う

けています。

庭
にわ

いろり

台
だい

所
どころ

物
もの

入れ

へや

とこ

えん

ざしき

げんかん

流な
が

し か
ま
ど

61

　だいきさんたちは、川西市歴
れき

史
し

民
みん

俗
ぞく

資
し

料
りょう

館
かん

をおとずれ、昔の人
ひと

々
びと

が、どんなくらしをし

ていたのかを調べることにしました。

「屋
や

根
ね

の形がかわっているね。今はあ

まり見かけない形だよ。」

「家の中には、かまどがあるよ。ここ

で料
りょう

理
り

をつくっていたのかな。」

「いろりのまわりに、家
か

族
ぞく

が集
あつ

まって、

ごはんを食べたんだね。」

「家
か

庭
てい

の道具は、どのようにかわって

きたのかな。」
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料り
ょ
う

理り

服ふ
く

・
せ
ん
た
く

テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ

　

電
話

　　　　　　

100 年ぐらい前

明
めい

治
じ

・大
たい

正
しょう

昭
しょう

和
わ

50 年ぐらい前おじいさん、おばあさんが子どものころ

かまど

せんたく板
いた
とたらい 火のし

ラジオ

じしゃく式電話

炭
すみ
火
び
アイロン

白黒テレビ　ちく音き

ダイヤル式電話

ひつ

ローラー式
しき

せんたくき

かま

 道具年表〔写真：金沢くらしの博物館ほか〕
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くらしのうつりかわり

　だいきさんたちは、農
のう

作
さ

業
ぎょう

に使
つか

われていた

道
どう

具
ぐ

のほかに、家
か

庭
てい

で使われていた道具につ

いて調
しら

べ、道具年
ねん

表
ぴょう

をつくることにしました。

「同じ役
やく

わりをする道具を、年表にし

てならべると、昔
むかし

と今のちがいがよ

くわかるね。」

「おじいさんやおばあさんが子どもの

ころと、わたしたちが生まれ育
そだ

った

ころとでは、使われている道具がか

なりちがっているね。」

　道具のうつりかわりを年表に
まとめてみましょう。

まとめる
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料り
ょ
う

理り

服ふ
く

・
せ
ん
た
く

テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ

　

電
話

　　　　　　

平
へい

成
せい

令
れい

和
わ

今お父さん、お母さんが子どものころ わたしたちが生まれたころ

カラーテレビ うす型
がた
テレビ

けいたい電話 スマートフォン

電気すいはんき 電気すいはんき 電子レンジ

全自動
せんたくき

コードレス
アイロン電気アイロン

プッシュフォン

 道具年表〔写真：金沢くらしの博物館ほか〕
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「せんたくは、手作業から全
ぜん

自
じ

動
どう

にか

わっていったね。」

「電話やテレビは、軽
かる

くなったり、小

さくなったりして、使いやすくなっ

ているよ。」

「くらしをよりよくしようとする人た

ちのねがいがあって、道具はかわっ

ていったんだね。」

「道具のほかにも、行
ぎょう

事
じ

やでんとう文
ぶん

化
か

などについても調べてみると、川

西市の昔のことがわかりそうだね。」

・いちばん上に横
よこ

じくをつくり、
左のはしを100年前、右のはし
を今にする。

・くらしのうつりかわりがわかる
ように、だれが子どものころだっ
たかをかきこむ。

・年表に調べた道具の絵や写
しゃ

真
しん

を
はる。

年表のつくり方
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